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Environmental Research Institute

生活環境研究所
高度な分析機器と設備を完備した環境化学の研究拠点
水質汚濁をもたらす栄養塩類や重金属イオン等の汚染物質を除
去するためのシステムを構築し、水圏環境を保全することが水資
源を永続的に活用するための必須条件です。水圏環境は水域毎
に独特の精妙なバランスによって成り立つ複雑系であり、その
実態を正確に把握するためには、対象毎に水質測定法を開発す
る必要があります。また、ターゲットとする化学種毎に最適の捕
集性能をもった吸着材を開発することが、水圏環境保全システ
ムの開発には欠かせません。当該研究所は、水溶液中の極微量
元素をサブppmレベルで多成分同時に測定できる「誘導結合プ
ラズマ発光分光分析装置」をはじめ、高度な分析機器を完備して
います。持続的に発展可能な社会を構築するための基盤となる、
レアメタルの資源回収技術やコンクリートの性能向上技術に関
する研究に取り組んでいます。石川県下の水圏環境保全と水資
源の有効利用にも積極的に取り組んでいます。

▲簡易型フローインジェクション分析システム

▲誘導結合プラズマ発光分析装置

▲有機機能性材料の合成の様子

▲誘導結合プラ
ズマ発光分光
分析装置によ
る無機元素の
定量の様子RESEARCH THEME : 研究テーマ

水圏環境保全システムの開発
・陸水環境保全のための環境水

の水質測定
・環境水中微量成分の濃縮定

量法の開発
・コンクリート用表面含浸材の

作用機構解明に関する研究

有害物質除去システムの開発
・有害金属イオン捕獲材の開発
・新奇特性を有する機能性高分

子架橋剤の開発

レアメタルの分離回収
・選択的金属イオン吸着能を有

する機能性材料の開発
・配位子化合物の合成および特

性評価

研究キーワード

ほか

やつかほリサーチキャンパス

・溶媒抽出法
・分離分析化学
・水圏環境化学
・環境浄化材料
・簡易分析法
・流れ分析法
・環境分析

・多孔質機能性材料
・金属イオン吸着材の開発
・コンクリートの化学的侵食
・けい酸塩系表面含浸材
・有機機能性材料
・有機合成
・複素環配位子

・ 切削加工
・ 高能率・高精度
・ 新素材
・ 微細加工技術
・ 生産工学
・ 工作機械
・ 省エネルギー技術
・ 塑性加工
・ 合金設計
・ 計算材料学
・ 分子動力学
・ 数値解析

・ 複合材料
・ 材料機能創製
・ 計算力学
・ バイオマテリアル
・ バイオメカニクス

所長　加藤 秀治
https://wwwr.kanazawa-it.ac.jp/mplab/

Advanced Materials Processing Research Laboratory

先端材料創製技術研究所
ワクワクする研究にチャレンジ
先端材料創製技術研究所は、ものづくり基盤技術である、塑性加工技術、生産加工技術、 材料設計
技術、計測・制御技術を柱として、それぞれを融合させて新たなイノベーションの創出を図っています。
これを実現するために、社会に必要とされる先進的な“もの”、新製品を市場に送り出すための基礎と
なる要素技術の創製、高度加工技術や加工機械の開発を目指しています。
また、本研究所は工作機械、工具、周辺機器、材料メーカーをはじめとし、多数の企業との共同研究を
積極的に推進しています。生産分野におけて異なる専門領域の研究員が横のつながりを大切にオン
リーワン技術の創製を目指しています。
共同研究のお申込みや加工技術などに関するご相談がございましたら遠慮なくお声掛けください。

▲小型工作機械
　シミュレータ

RESEARCH THEME : 研究テーマ

本研究所は“ワクワクする研究”をキャッチフレーズに
①使用環境に適合した高機能部品の創製
②個々のニーズに特化した製造方法とこれを

サポートする計測技術の確立
③従来にない生産システムの構築
④VR空間を利用した工作機械シミュレータの

開発

⑤究極の高精度化・高速化を可能とする要素
技術と加工技術の開発

について研究を行っています。
これらのテーマを基幹として、人や環境に
やさしいものづくりで社会貢献を目指して
います。
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